
第７学年３組　音楽科 学習指導案 
 

​          日　時　令和８年２月１７日（金） 

​       授業者　竹下　涼子　 
 

１　題 材 名   箏の音色で絵の中の動きや気持ちを表現しよう 

　　　　　　　 ～鳥獣戯画「すもう」の場面をモチーフに～ 

 

　　 

２　題材の目標 

・筝の構造や基本的な奏法を理解するとともに、多様な奏法による音色の違いを理解し、それらがも

　たらす効果を生かして、鳥獣戯画の場面に合う音を選んだり組み合わせたりしながら、自分なりの

　音楽表現をつくるために必要な技能を身に付ける。（知識及び技能） 
 

・絵の中の動きや気持ちを、音楽を形づくっている要素と結び付けて考え、他者との相互助言を通し

　て試行錯誤しながら、自分の思いや意図にふさわしい音楽表現を創意工夫する。（思考力、判断　

　力、表現力等） 
 

・筝の音色や日本の伝統文化に親しみ、主体的・協働的に創作活動に取り組みながら、よりよい表現

　を追究しようとする態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 

 

３　題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①　　楽器の音色や響きと奏

　法との関わりについて理　

解している。（器楽） 

 

②　　音素材の特徴について

　表したいイメージと関わ　

らせて理解している。　　　

　　　　　　（創作） 

 

③　　創意工夫を生かした表現

　で演奏するために必要な奏法

　の技能を身に付けている。　

　　　　　　　　　　（器楽） 

 

④　　創意工夫を生かした表現

　で音楽を作るために必要な、

　音の選択や組み合わせなどの

　技能を身に付け、創作で表し

　ている。（創作） 

①　　筝の音色を知覚し、その働

　きが生み出す特質や雰囲気を感

　受しながら、知覚したことと感

　受したこととの関わりについて

　考え、作った音楽にふさわしい

　器楽表現としてどのように演奏

　するかについて思いや意図を　

　もっている。（器楽） 

 

②　　筝の音色や、筝の奏法　

　による音色の違いを知覚　　

　し、それらの働きが生み出す

　特質や雰囲気を感受しなが　

　ら、知覚したことと感受した

　こととの関わりについて考　

　え、どのように音楽をつくる

　かについて思いや意図をもっ

　ている。（創作） 

①筝の音色や日本の伝統文化

に親しみ、音楽活動を楽し

みながら主体的・協働的に

器楽・創作の学習活動に取

り組もうとしている。（器

楽・創作） 

 

 

４　本時の主張 

　本題材では、日本の伝統的な楽器である筝の音色や奏法を生かしながら、鳥獣戯画「すもう」の場

面から想像する動きや気持ちを音に置き換えて表現する活動を行う。 

　前時まで、箏の基本的な奏法や特徴的な音色に親しみながら、鳥獣戯画「すもう」の場面における

自分なりのストーリーを考え、自分の表現したい動きや気持ちにふさわしい音色や奏法を探ってき

た。オンライン協働型掲示板ツールも活用し、さまざまな動きや気持ちごとに、生徒たちが考えた音

色や奏法を動画で共有した「音のひきだし」は、自分の表現を探るための一助となっている。一方

で、「どの音を選ぶと動きがより伝わるのか」「自分の表現は意図と合っているのか」という点につ

いて、まだ十分に整理できていない生徒もいると思われる。 

 



　本時は、発表に向けて自分の表現を見直す段階として位置付け、他者との関わりを通して思考を深

めることをねらいとする。そのために、自分の作品が他者にどのように伝わるのかを確認するための

視点を示し、その視点を共通のよりどころとして、３人グループでの発表と相互評価を行う。この相

互評価は、演奏のできばえや完成度を評価するためのものではなく、生徒が自分の表現をふりかえ

り、これまでに蓄積してきた音のイメージや言葉を手がかりに、どこをどのように考え直すとよいか

を見いだすために行うものである。 

　具体的には、一人ずつ演奏を行い、その場で「音色や奏法の選び方は、動きや気持ちとどのように

つながっているか」「どの部分が特に印象に残ったか」という点について、聴き手が感じたことや考

えたことを言葉にして伝え合う。生徒は、聴き手からの問いや助言を受けてその場で音を試し直した

り、弾き方を変えてみたりしながら、自分の表現を確かめ、見直していく。 

　このように、音を介した対話と試行錯誤を重ねる活動を中心におくことで、「なんとなく良い」

「なんとなく違う」といった感覚的なやり取りにとどまらず、音色や奏法と動き・気持ちとの関係を

具体的に捉えた助言や問いが生まれることを期待している。 

　教師は、生徒の気付きや言葉を価値付けしながら、思考と表現を行き来する学びとなるよう支援

し、一人ひとりが自分の表したいイメージに近づけようと主体的・協働的に表現を追究していく姿を

目指したい。 

 

５　本題材で扱う学習指導要領の内容 

　Ａ表現（２）器楽　ア　イ（イ）ウ（ア） 

　　　　（３）創作　ア　イ（イ）ウ　〔共通事項〕（１）ア 

（本題材の学習において、生徒の思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素：

「音色」） 

 

６　指導と評価の計画（全６時間　本時５時間目／６時間） 

時

間 
学習課題　・学習内容 知・技 思 態 

１ 筝についての知識を理解する。 

・歴史・構造・音色の特徴を知る。 

    

２ 筝の基本的奏法を理解する。 

・「さくらさくら」を練習しながら、実感を伴った理解をする。 

     

３ 奏法の復習と今後の創作活動について知る。 

・３人１組でさまざまな動きや気持ちを箏の音で表すワー

　クをする。 
・オンライン協働型掲示板ツールに、考えた音（奏法）と　イ

メージした擬音を、動きや気持ちごとに投稿する。 

 ​

​

 

 

４ 創作① 

・絵の中の動きや気持ちを読み取り、「はじめ・なか・おわり」の

　構成でストーリーをつくる。 

・自分の表したいストーリーに適した音色や奏法を選択し、ストー

　リーに合った短い音楽を作る。 

  ​

​

 

５ 

本

時 

創作② 

・中間発表を行い、「聴き手確認シート」や友達からのアドバイ　

　ス、オンライン協働型掲示板ツールを活用しながら、よりよい表

　現を追究する。 

   

 

 

 

 

  

６ 発表会      

 



・自分の作った音楽を発表し、相互評価する。 

・ふりかえりをする。 

・終末に「六段の調べ」を鑑賞する。 

 

 

 

７　本時の学習 
(1) 目標 

　　絵の中の動きや気持ちをもとに、他者からの助言を生かして、音色や奏法を見直し、自分の思い 

　や意図にふさわしい音楽表現について創意工夫している。（思考力、判断力、表現力等） 
 

(2) 展開　　　　　　　　　　 

主な学習場面と子どもの取組 目指す姿と取組を支える手立て 

１．前時の学習を振り返る。 

　・動きが少しわかりにくい。 

　・音の変化が足りないかもしれない。 

　・取っ組み合っている様子をどうやって表したらよ

　　いか悩んでいる。 

　・自分なりには動きを音に表せていると思う。 

 

 

２．本時のめあてを理解する。 

 

 

 

 

３．小グループで、１人ずつ中間発表を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．アドバイスをもとに、音と動き（気持ち）のつなが

　　りを見直して、よりよい表現を追究する。 

　・ぶつかる動きは和音を強打してみよう。 

　・押し出している様子は低音を連続して使おう。 

　・駆け寄ってくるスピード感を出すために少しテンポ

　　アップしよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・鳥獣戯画（相撲）の場面を電子黒板に提

　示し、表したい動きのイメージを再確認

　できるようにする。 

・自分が表したい動きに対応してどのよう

　な音色や奏法を選んだのかも合わせて確

　認するよう促す。 

 

 

 

 

 

 

 

・スムーズに進むよう、教師が時間を提示

　する。発表者による説明と実演、聴き手

　による質問と助言を１人あたり５分で行

　う。 

・発表者は、自分のchromebookで演奏を録

　画し、改善後の演奏と見比べることがで

　きるようにする。 

・聴き手が、より具体的な助言ができるよ

　う、聴き方・伝え方を示す。 

　 

・箏で実際に試しながら、よりよい表現を

　追究するよう促す。 

・待機中の生徒もchromebookで音の確認    

　を行い、全員が学習に関わることができ

　るようにする。 

・オンライン協働型掲示板に投稿されてい

　る「音のひきだし」（さまざまな動きや

　気持ちを音で表したもの）もヒントとし

　て活用しながら、自分の表したい意図に

　ふさわしい表現を探すよう促す。 

・同じグループの仲間と改善の過程で生ま

　れた表現を都度確かめ合い、聴き手によ

　り伝わる表現を追究していくよう促す。 

 

 

 

 

 

 



６．次時の見通しをもち、ふりかえりをする。 

　・最初に決めた音よりも、表したい動きがはっきり

　　伝わる表現になって、音を聴いただけでも場面が

　　想像できるようになった気がする。 

　・同じ音でも出し方を少し変えるだけで印象が変わ

　　ることに気付いて、自分の表現が深まった。 

　・自分では気付かなかった点をアドバイスしてもら

　　えて、よりよい表現になったのが嬉しかった。 

　・アドバイスをもとに見直して、自分が一番伝えた

　　い動きが伝わる音になったと思うので、発表会で

　　もそれが伝わるような演奏がしたい。 

　・自分ではいいと思っていたけれど、聴き手の視点

　　ではわかりにくいところがあった。アドバイスを

　　受けて修正すると、自分でも前より分かりやすく

　　なったと感じる。 

・アドバイスをもとに、自分の考えが変化

　したり、学びの手ごたえを得ることがで

　きたりした点について記述するよう促　

　す。 

・どんな点を見直したか、見直したことに

　よりどんなことが伝わりやすくなった　

　か、など具体的に記述することで、自分

　の作品の良くなった点について確かな手

　ごたえとして実感することができるよう

　にする。 

 

(3) 評価 

十分満足できると判断される状況 概ね満足できると判断される状況 支援を要する状況への手立て 

絵の中の動きや気持ちをもとに、

他者からの助言を生かして、音楽

を形づくっている要素とその効果

の関わりを具体的に捉えなおし

て、自分の想いや意図にふさわし

い音楽表現について創意工夫して

いる。 

絵の中の動きや気持ちをもとに、

他者からの助言を生かして、音色

や奏法を見直し、自分の想いや意

図にふさわしい音楽表現について

創意工夫している。 
 
 

・音と動きのつながりが捉え

　られない 

→絵を再提示し、「ウサギが

　跳ねる瞬間なら短い音か長

　い音か？」など選択肢を提

　示し表したい動きについて

　言葉で確認する。 
 

・どの音や奏法を選べばよい

　か分からない 

→「音のひきだし」を一緒に

　確認し、表したい動きに近

　い音を一緒に探す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


